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社協だより 
東秩父村社会福祉協議会 

第 39号 令和７年１０月１日発行 

民生委員高齢者福祉部会の皆さんをお迎えして(第 2回) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わしのちゃんハウスでは、9月 4日(木)民生委員高齢者福祉部会５名の方々にお越しいただきました。 

昨年と同様、椅子に座って行う体操を一緒に行い、その後利用者さんとの懇談では、和やかな雰囲気の中、意見 

交換も行われました。 

 【わしのちゃんハウス 12月までの予定】 

現在訪問している利用者さんのお言葉をいただきました。 

・ アドバイスや情報をいただいて安心して生活が送れています。 

・ お風呂の見守り、お掃除等していただくようになり助かっています。 

・ お掃除に来ていただくようになり限られた時間の会話が楽しみです。 

＊お話し相手でも訪問させていただきます。お気軽にご相談ください。 

引き続きバトン訪問を行って参ります。 

７５歳以上の高齢者宅を、社会福祉協議会のスタッフがお伺いします。ご協力をお願いします。 

困りごとなどありましたら、お気軽にご相談ください。 

シルバー人材センターより

毎月第 2(木)10：00よりやまなみで入会説明会を行います。 

１０月は 9日(木)を予定しております。多くの方の参加をお待ちしております。 

10/2  散歩 11/13  脳トレーニング 12/4  塗り絵 

10/23 ゲーム 11/20 体操 12/18 工作 

10/30 お花見 11/27 買物 12/25 ビンゴゲーム 



 

日常生活でお困りのことを相談支援員が一緒に考え支援いたします。 

病気や高齢などで日常生活に困っている。※生活費のこと※介護費 

用のこと※仕事のこと※年金のこと※負債のこと※相談場所がわか 

らないなど、ひとりで悩まずご相談ください。費用は無料です。 

運営主体  社会福祉法人埼玉県社会福祉協議会 

事務所   比企郡小川町腰越 618パトリアおがわ （小川町社会福祉協議会内） 

電話     0493-81-3148 

時間等   月曜日～金曜日 8：30～17：00 

 

出前講座をきっかけにしてご意見をいただき、行政・福祉サービス、介護保険のサービス利用な

どの問い合わせや質問を受けています。この機会に聞いてみたいことを確認されるのはいかがでし

ょうか。ご参加お待ちしております。 

 

今後の予定 

１０月１７日（金）１５:００、高齢者いきがいセンター 

１１月１７日（月）１１:３０、皆谷上区集会所 

１２月１８日（木）１５:００、宿集落農業センター 

 

わしのさと健康体操後の時間をお借りして講座を行います。健康体操の参加者以外の方で講座に 

参加したいとご希望がありましたら、社会福祉協議会か、地域包括支援センター宛にお問い合わせ

ください。 

社会福祉協議会    ８２－１２３８ 

地域包括支援センター ８２－１１１６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

た
よ
り
雑
感 

暦
で
は
秋
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
暑
い

日
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。 

９
月
１
５
日
、
年
に
一
度
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
敬
老

会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
も
そ
も
敬
老
会
の

由
来
は
ど
こ
か
ら
き
て
い
る
の
か
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

高
齢
者
を
敬
い
そ
の
長
寿
を
祝
う
日
で
あ
り
、
１
９
４

７
年
に
始
ま
り
、
兵
庫
県
の
多
可
郡
関
谷
村
が
起
源
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
当
時
の
村
長
さ
ん
が
老
人
を
大
切
に

し
、
そ
の
知
恵
を
借
り
て
村
づ
く
り
を
し
よ
う
と
提
唱

し
、「
と
し
よ
り
の
日
」
と
定
め
、
敬
老
会
を
開
催
し
た

の
が
最
初
で
こ
の
取
り
組
み
が
全
国
に
広
が
り
、
１
９

６
６
年
に
「
敬
老
の
日
」
と
し
て
国
民
の
祝
日
に
な
り

ま
し
た
。 

し
か
し
、
こ
こ
近
年
男
性
は
８
１
歳
、
女
性
は
８
７

歳
と
平
均
寿
命
も
延
び
て
お
り
少
子
高
齢
化
に
よ
り
税

収
の
減
少
も
あ
っ
て
敬
老
会
自
体
を
行
う
こ
と
が
無
く

な
っ
て
い
る
市
町
村
が
多
く
な
っ
て
い
て
、
対
象
の
人

数
が
増
え
て
記
念
品
を
配
る
の
み
と
い
っ
た
形
に
変
わ

っ
て
い
っ
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
形
で
あ
っ
て
も
敬
老
会

自
体
を
残
す
た
め
に
各
自
治
会
の
皆
さ
ん
が
集
ま
り
、

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
も
の
が
開
か
れ
る
、
そ
ん
な
や

り
方
が
あ
っ
て
も
良
い
の
か
な
と
思
っ
た
り
も
し
ま

す
。 後

世
に
敬
老
の
日
が
残
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
い
ま

す
。 

 



令和７年度敬老会を開催しました

本年度の敬老会は、９月１５日（月・祝）に、コミュニティセンターやまなみを会場に、阿左美健司・新井豪（代理）両県

議会議員と村議会議員の皆様、副村長をお迎えし、実施いたしました。 

 本年度の対象者は令和７年度末で７５歳以上の方６６８名（７月１４日時点）と金婚祝いの該当者のうち７５歳未満の

方１６名で、このうち当日出席された方は５１名でした。 

式典では、百寿を迎えられた方２名、米寿を迎えられた方２０名、金婚を迎えられたご夫婦１６組の表彰を行いまし

た。また、出席者のうち男性最高齢の神田良平さん（９２歳）、女性最高齢の坂本ツ子さん（９３歳）に花束を贈呈しま

した。 

 演芸の部では、桜小路富士丸さんによる似顔絵パフォーマンスが行われ、高野会長と出席された３名の方の似顔絵

を書きながら軽快なリズムで歌を歌い、会場を盛り上げてくれました。 

 今年は、百歳、米寿、金婚を迎えられた方に、槻川小学校６年生と東秩父中学校のボランティアの方からのメッセー

ジカードをお贈りいたしました。後日、当日ご欠席された方に記念品とともにメッセージカードをお届けした際には、

「長く生きているといいことがあるね」という声も聞かれました。 

また、今回の敬老会では株式会社旭製菓様より、菓子「ガリント」をご寄付いただき、出席者へお配りさせていただ

きました。敬老会の開催にご協力いただいた皆さまに感謝を申し上げるとともに、村内ご高齢者の皆様のますます

のご健康とご多幸をお祈り申し上げます。 

毎年お配りしておりました敬老会対象者名簿（高齢者名簿）につきまして、社会福祉協議会役職員で

検討した結果、個人情報保護の観点から今年度より作成・配布を行わないことといたしました。楽しみ

にされていた方には大変申し訳ございませんが、ご理解をいただけますよう願いを申し上げます。 



 

１０月１日（水）より、赤い羽根共同募金運動が全国一斉でスタートしました。 

東秩父村支会では、１１月に行政区長の皆様を通じ、戸別募金をお願いいたします。 

また、東秩父村役場住民福祉課窓口及び、コミュニティセンターやまなみ入口に募金箱を設置いたしま 

した。 皆様のあたたかいご支援・ご協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 全焼・全壊・流失 半壊・半焼 床上浸水等 

布団セット 

 

掛・敷 １組 

シーツ １枚 

枕   １個 

 

１人あたり１組 

（小学生以上） 

※但し、独身寮、作業飯場等住居者は除く 

  

 

毛 布 
１人あたり１枚                

（年齢問わず） 

緊急セット 

ラジオ・懐中電灯 

歯ブラシ・タオル 

コップ・スプーン 

包帯・マスク 

軍手・ローブ等 

1 世帯４人あたり１個 

（５人以上の世帯は４人につき１個） 

例：1 世帯 1～4 人…1個、1 世帯 5～8 人…2個。 

社
協
に
お
け
る
被
災
家
屋
発
生
の
対
応 

 

募金の主な使いみち 

・市町村社会福祉協議会の福祉活動（村内においては敬老事業に） 

・歳末たすけあい支援事業（村内においては歳末慰問事業に） 

・福祉施設の補修や備品の購入 

・災害時にボランティア等を支援するための準備金 等 

 

 

台
風
シ
ー
ズ
ン
が
到
来
し
、
９
月
２
日

か
ら
の
大
雨
と
台
風
１
５
号
に
よ
る
被
害

は
、
国
内
で
８
県
に
ま
た
が
り
、
人
的
被

害
が
８
４
人
、
住
宅
の
全
半
壊
１
６
１

棟
、
一
部
破
損
が
１
２
９
６
棟
、
浸
水
被

害
は
５
２
３
棟
と
の
報
告
を
目
に
し
ま
し

た
。
な
か
で
も
突
風
や
竜
巻
に
よ
る
被
害

が
印
象
的
で
し
た
。
こ
の
災
害
に
対
し
て

は
、
今
の
と
こ
ろ
よ
い
対
策
が
思
い
浮
か

ば
な
い
の
が
現
状
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。 

 
社
協
で
は
、
日
赤
の
事
務
局
業
務
を
行

っ
て
お
り
、
そ
こ
で
の
事
業
の
一
つ
に
家

屋
被
災
に
対
し
て
、
救
援
物
資
の
配
分
事

業
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は
下
記
の

表
を
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す

が
、
７
月
を
中
心
に
展
開
し
た
日
赤
の
会

員
募
集
で
は
、
会
員
数
８
０
７
人
、
会
費

額
（
寄
附
金
含
む
）
４
１
万
７
５
０
０
円

と
な
り
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り
、
こ

の
よ
う
な
事
業
が
成
り
立
っ
て
お
り
ま

す
。
改
め
て
、
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

災害救援物資配分基準（救援物資は返却不要です） 

 


